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はじめに

このドキュメントでは、Oracle DataLens Administration Server の管理について説明します。

すべての機能を理解するには、このガイドとともに、vi ページの「関連ドキュメント」に掲載
されている Oracle Enterprise Data Quality for Product Data の各ドキュメントも併せてお読み
ください。



vi

ドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の Web サ
イト http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してく
ださい。

Oracle サポートへのアクセス

Oracle のお客様は、My Oracle Support にアクセスして電子サポートを受けることができます。 
詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたは
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs（聴覚障害者向け）を
参照してください。

関連ドキュメント
詳細は、ドキュメント・セットに含まれる次のドキュメントを参照してください。

■ Oracle Enterprise Data Quality for Product Data Oracle DataLens Server インストレーショ
ン・ガイドには、Oracle DataLens Server のインストール手順の詳細が記載されています。

■ Oracle Enterprise Data Quality for Product Data COM インタフェース・ガイドには、
Oracle DataLens Server の COM API のインストールと使用に関する情報が記載されていま
す。

■ Oracle Enterprise Data Quality for Product Data Java インタフェース・ガイドには、Oracle 
DataLens Server の Java API のインストールと使用に関する情報が記載されています。

■ Oracle Enterprise Data Quality for Product Data Application Studio リファレンス・ガイド
には、Data Service Applications（DSA）の作成と保守に関する情報が記載されています。

■ Oracle Enterprise Data Quality for Product Data AutoBuild リファレンス・ガイドには、既
存の製品情報およびデータ・レンズ・ナレッジに基づいた初期データ・レンズの作成に関
する情報が記載されています。

■ Oracle Enterprise Data Quality for Product Data Knowledge Studio リファレンス・ガイド
には、データ・レンズの作成と保守に関する情報が記載されています。

■ Oracle Enterprise Data Quality for Product Data Governance Studio リファレンス・ガイド
には、Data Service Applications（DSA）の実行と出力データの分析に関する情報が記載さ
れています。

■ Oracle Enterprise Data Quality for Product Data 用語集には、Enterprise DQ for Product テ
クノロジで一般的に使用する用語の定義が記載されています。

■ Oracle Enterprise Data Quality for Product Data Services for Excel リファレンス・ガイドに
は、Microsoft Excel スプレッドシートに含まれるデータに基づいた DSA の作成に関する情
報が記載されています。

■ Oracle Enterprise Data Quality for Product Data Task Manager リファレンス・ガイドには、
Task Manager または Governance Studio アプリケーションで作成されたタスクの管理に関
する情報が記載されています。

このドキュメントおよびすべての関連ドキュメントの最新版は、次に示す Oracle Enterprise 
Data Quality for Product Data ドキュメントの Web サイトから入手できます。

http://download.oracle.com/docs/cd/E20593_01/index.htm
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表記規則
このマニュアルでは、次の表記規則を使用します。

表記規則 意味

太字 太字は、操作に関連する Graphical User Interface 要素、または本文中で定

義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。

イタリック体 イタリックは、マニュアルのタイトル、強調、またはユーザーが特定の値
を指定するプレースホルダ変数を示します。

固定幅フォント 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面

に表示されるテキスト、入力するテキストを示します。

固定幅フォント 太字の固定幅フォントは、入力するコマンドまたはテキストを示します。
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1
概要

Oracle DataLens Server は、様々なソースおよびシステムの製品データを標準化、照合、補完お
よび修正する業界最先端のDataLens™ テクノロジを基に構築されています。 DataLens の中核テ
クノロジには、製品データ特有の極端な多様性を処理するために、一から設計された特許取得
済セマンティック・テクノロジが使用されています。

Oracle Enterprise Data Quality for Product Data（以前の Oracle Product Data Quality）では、
DataLens の中核テクノロジ・モジュールである Governance Studio、Knowledge Studio および
Application Studio が使用されます。 次の図は、これらのモジュールのプロセス・フローを示し
ています。

Enterprise DQ for Product（EDQP）は、DataLens Server（Data、Transaction、Knowledge 
Engineering サービス）にネットワーク経由でアクセスできるようにします。 DataLens 
Administration Server は、データ・レンズと Data Service Applications（DSA）をアーカイブ
し、これらのデータ・レンズと DSA で大量のデータを処理します。

各 Oracle DataLens Server は次の機能で構成されます。

■ サーブレット・エンジン

■ 構成リポジトリ

■ Oracle DataLens Server 管理 Web アプリケーション・エンジン

■ Oracle DataLens Web アプリケーション・エンジン

■ Oracle DataLens Server グループ・エンジン
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操作
Oracle DataLens Server は、専用のポート（デフォルトのポートは 2229）で動作する HTTP
サービスを提供し、サーバー Web アプリケーションを実行します。 Knowledge Studio と
Administration Server Web ページは、どちらも HTTP SOAP 要求を使用して Enterprise DQ for 
Product と通信します。

Web アプリケーション・サーバー
Enterprise DQ for Product のコンポーネントは、Web アプリケーション・サーバー環境

（Oracle WebLogic など）の標準的な Java J2EE サーブレット・エンジンの下で実行します。 こ
の環境では、Enterprise DQ for Product は独立した Web アプリケーションとして実行します。

サポートされる環境
Oracle DataLens Administration Server は、Linux、Unix、Windows の各サーバーと、
WebLogic および Apache Tomcat アプリケーション・サーバーをサポートします。 詳細は、vi
ページの「関連ドキュメント」に列記されているインタフェースおよびインストール・ガイド
を参照してください。
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2
Oracle DataLens Server 管理 Web ページ  

Oracle DataLens Server に含まれる一連の管理 Web ページを使用すると、Oracle DataLens 
Server をローカルとリモートの両方で管理できます。 Oracle DataLens Server トポロジのすべて
の管理は、Administration Server からアクセスする Web ページを使用して行います。

Oracle DataLens 本番サーバーには、Web ページを使用してアクセスできます。 本番サーバーの
Web ページでは、ライセンスのステータス、データ・ディレクトリ、ソフトウェアのバージョ
ン、ログ・ファイルについての情報が提供されます。 前に説明したように、各本番サーバーで
は異なる情報 Web ページが提供されます。
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Web ページの操作
Enterprise DQ for Product は、Microsoft Internet Explorer ブラウザのバージョン 7 以降をサ
ポートします。

サーバーで次のアドレスを参照します。

http://localhost:2229/datalens

または、リモートで次のアドレスを参照します。

http://server:2229/datalens

serverは、Oracle DataLens Server の名前です。

Oracle Enterprise Data Quality for Product Data のログイン画面が表示されます。

ログイン名とパスワードを入力して、「Login」をクリックします。

ホーム・ページ
サーバーに正常にログインすると、Oracle DataLens Server のホーム・ページに移動できます。 
このページには、歓迎のメッセージとサーバー構成の種類が表示され、左側には Oracle 
DataLens Server 管理 Web ページへのリンクを含むメニューがあります。

このホーム・ページには、Data Server Administrator に現在ログインしているユーザーの名前
と、インストールされているサーバーの種類が表示されます。
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Oracle DataLens Transform Server にログインした場合、使用できるページはこのホーム・ペー
ジだけです。

管理者権限を持たないユーザーとしてログインした場合、Web ページはすべて読取り専用にな
ります。 管理者権限を持つユーザーとしてログインする以外に、サーバーの構成を変更する方
法はありません。

表示されるメニューおよび情報
これらのメニューは、Administration Server でのみ使用できます。

サーバーで使用されているソフトウェアのバージョンが表示されます。

Knowledge Studio または Application Studio から Oracle DataLens Server に接続しているユー
ザーは、「User Connections」の一部として一覧表示されます。

このホーム・ページには、Oracle DataLens Server の構成と操作に関する情報が表示されます。 
構成ディレクトリとインストール・ディレクトリがここに表示されます。 これらのディレクト
リは、Oracle DataLens Server のインストールの間に変更されます。 サーバーをインストールし
た後でこれらのディレクトリを変更する必要がある場合は、web.xml ファイルを手動で編集す
る必要があります。 詳細は、付録 A「構成ファイル」を参照してください。

Home Directory
Oracle DataLens Server のホーム・ディレクトリは環境変数 OPDQ_HOMEで定義されており、こ
の環境変数はインストール・プロセスの間に作成および設定されます。 詳細は、Oracle 
Enterprise Data Quality for Product Data Oracle DataLens Server インストレーション・ガイドを
参照してください。

このディレクトリには、構成ファイル、システム情報、そしてサーバーによって使用される
Oracle DataLens ログ・ファイルが含まれます。 WebLogic アプリケーション・サーバーがイン
ストールされていた場合、インストール WAR ファイル datalens.warはホーム・ディレクト
リに格納されます。 Tomcat Application Server がインストールされている場合は、WAR ファイ
ルは次の場所にあります。

■ Linux および Unix の場合 - 

OPDQ_HOME/tomcat/webapps

■ Windows の場合 -

OPDQ_HOME¥tomcat¥webapps

Connected Users
Knowledge Studio や Application Studio などの Enterprise DQ for Product クライアント・アプ
リケーションからサーバーに現在接続しているユーザーが表示されます。

この情報は、管理者がサーバーを停止したり、バックアップを取ったり、サーバー構成の大き
な変更を行うために、現在サーバーで作業している可能性のあるユーザーを知る必要がある場
合に役に立ちます。 また、管理者はサーバーのジョブを調べて、サーバーに対してリアルタイ
ム・ジョブまたはバッチ・ジョブを実行しているユーザーを確認することも必要です。

注意 : 管理者としてログインした場合、管理用の選択項目をすべて表示する
には画面の更新が必要な場合があります。
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サーバー構成の値

Data Service Application Chunk Size

このサイズは次のために使用されます。

■ DSA の単一ステップに一度に送信されるレコード数の決定

■ 実行中の DSA から別の Oracle DataLens Server に単一のグループとして委譲されるレコー
ド数の決定

■ DSA がデータベースから一度に読み取るレコード数の決定

この値の設定については、2-6 ページの「構成オプション」を参照してください。

Data Service Application Max Memory Lines

このサイズは、DSA のステップ間でメモリーに保持するデータの行数を定義します。 データの
行数がこのパラメータより大きい場合、データは DSA の各ステップ間でディスクに書き込まれ
るので、パフォーマンスが低下します。

この値の設定については、A-2 ページの「Server.cfg」を参照してください。

ドキュメントとログ・ファイル
これ以降の項では、EDQP のドキュメントとログ・ファイルを見つける方法について説明しま
す。

オンライン・ドキュメントの表示
ホーム・ページの「View On-Line Documentation」ボタンをクリックすると、Enterprise DQ 
for Product のオンライン・ドキュメントへのリンクが表示されます。

Oracle DataLens のログの表示
ホーム・ページの「View DataLens Log」ボタンをクリックすると、Oracle DataLens のログ・
ファイルの内容が表示されます。 ファイルのサイズが 1 MB に達すると、このファイルは自動的
にバックアップされます。 古いファイルはバージョン番号を付けてホーム・ディレクトリに保
存されます。 ファイルは時間順に一覧表示され、最新の情報がファイルの最後になります。

このファイルには、発生したすべてのエラーと、サーバーで発行されたすべての管理コマンド
の完全なリストが記録されます。

ログ・ファイルでのタイムスタンプが付いた履歴の例を次に示します。

DLS Log file
INFO 22 Dec 2009 11:26:49 [main] - Initialized Logging facility to check log.cfg every 
20 seconds
INFO 22 Dec 2009 11:26:50 [main] - The DataLens Administrator is starting.
INFO 22 Dec 2009 11:26:50 [main] - Version 5.6.02, build 9,488, on Dec 22, 2009 at 9:43 
AM
INFO 22 Dec 2009 11:26:50 [main] - Data Service Application chunk size=5000, max memory 
lines=5000
INFO 22 Dec 2009 11:26:54 [main] - Writing profile to database: LVALLAD-T60
INFO 22 Dec 2009 11:42:46 [main] - Initialized Logging facility to check log.cfg every 
20 seconds
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ユーザー・ログの表示
ホーム・ページの「View User Log」ボタンをクリックすると、Oracle DataLens の個別のユー
ザー・ログ・ファイルの内容が表示されます。 このログは、システムの個別のユーザーによっ
て行われた変更の記録です。

ログ・ファイルでのタイムスタンプが付いた履歴の例を次に示します。

22 Dec 2009 12:04:27 - DB Connection MySQL added by: admin
22 Dec 2009 12:05:47 - User Added: lvallad (Lorna Vallad) by: admin
22 Dec 2009 12:06:23 - User Added: dleeper (David Leeper) by: admin
14 Jan 2010 09:04:12 - Data Service Application Retail_Capabilities_Showcase, revision 
1, Checked In by lvallad
14 Jan 2010 09:04:13 - Data Service Application Retail_Capabilities_Showcase, revision 
1, deployed to Development by lvallad
14 Jan 2010 09:32:24 - DB Connection MySQLData added by: admin
14 Jan 2010 09:37:16 - Data Lens Demo_Retail_Manufacturers, revision 1, Checked In by 
lvallad
14 Jan 2010 09:37:16 - Data Lens Demo_Retail_Manufacturers, revision 1, deployed to 
Development by lvallad
14 Jan 2010 09:38:40 - Data Service Application Retail_Capabilities_Showcase, revision 
2, Checked In by lvallad
14 Jan 2010 09:38:41 - Data Service Application Retail_Capabilities_Showcase, revision 
2, deployed to Development by lvallad
14 Jan 2010 09:38:44 - Data Lens Demo_Retail_Apparel, revision 1, Checked In by lvallad

操作
「Operations」リンクは、ホーム・ページからのみ使用できます。 個別の Oracle DataLens 

Server では、Oracle DataLens Server 管理 Web ページを使用してログオンしたときにのみホー
ム・ページを使用できます。 これにより、ポッド内の任意のサーバーで操作を使用できます。

デバッグ・オプション
SOAP 形式での情報出力を外部 HTTP 要求からサーバーに切り替えます。 クライアント・アプ
リケーションから Oracle DataLens Server に送信されている情報を検証またはデバッグするの
に便利です。

注意 : デバッグ・オプションを使用する前の追加情報については、コンサル
タントに問い合せてください。
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構成オプション
これらのオプションによって構成される Enterprise DQ for Product サーバー関連の要素には次
のものがあります。

■ プラットフォーム・トポロジの管理

■ サーバーの定数の構成

■ サーバーとサーバー・グループの管理

■ ロールの管理

■ ユーザーの管理

■ データベース接続の管理

■ Web サービスの管理

■ FTP 接続の管理

プラットフォームのトポロジ
ここでは、Administration Server、その他のすべての Oracle DataLens Server およびサーバー・
グループに関するサーバー構成オプションを変更します。 Oracle DataLens プラットフォームの
トポロジも表示されます。

Oracle DataLens Server および Administration Server の管理は、Administration Server から制
御します。

以降のトポロジには、以下のサーバーが含まれます。

■ 1 台の管理サーバー

■ 1 台の開発サーバー

■ 1 台の QA サーバー

■ 2 台の本番サーバー

現実に近いストレス・テスト、ロード・バランシング、パフォーマンス監視を行うことができ
るように、QA サーバー・グループと本番サーバー・グループが一致することが重要です。

次に示すのは初期ページですが、Oracle DataLens トポロジの一部である Oracle DataLens 
Server グループの数によって異なります。
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この初期画面では、Oracle DataLens 管理サーバー（LVALLAD-T60）と外側に広がる Oracle 
DataLens Server グループが示されます。 この画面は、特定のサーバー構成の個別のトポロジに
基づいて動的に生成されます。 Oracle DataLens Server の名前はそれが属するサーバー・グルー
プに一覧表示されます。

開発サーバーとしてのコンボ・サーバーの使用はお薦めできる構成ではありません。 この例で
は、このコンボ・サーバーはデータ・レンズと DSA の開発テストに使用できます。

サーバー・グループのアイコンをクリックすると、その特定のサーバー・グループの
「Platform Topology」ページに移動します。次に示すのは、開発サーバー・グループをクリッ
クした場合です。

注意 : 前に示したサーバー・トポロジで、LVALLAD-T60 という名前のサー
バーは管理者サーバーです。 場合によっては、管理者サーバーは開発サー
バーでもあるので、コンボ・サーバーと呼ばれます。 その場合、トポロジに
はコンボ・サーバーの機能が次に示すようにアイコンの下に表示されます。
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図の中心のサーバーは、常に Oracle DataLens Administration Server（この例では
LVALLAD-T60）です。 トポロジ内の他のサーバーは Oracle DataLens Server です。 いずれかの
サーバーをクリックすると、そのサーバーの管理ページに移動します。

選択したサーバー・グループ・ページのコントロールは次のように使用します。

Max Running High Jobs
このサーバー・グループで同時に実行する高優先度ジョブの最大数です。

Max Running Medium Jobs
このサーバー・グループで同時に実行する中優先度ジョブの最大数です。

Max Running Low Jobs
このサーバー・グループで同時に実行する低優先度ジョブの最大数です。

Email Recipient
サーバー・グループ・レベルで警告またはエラーが発生したときに Oracle DataLens Server か
ら通知を受け取る管理者の電子メール・アドレスです。

Server Group Status
このボタンをクリックすると、サーバー・グループの状態に応じて、サーバー・グループをア
イドル状態にしたり開始したりできます。

バッチ・サービスを停止して再起動することが必要な場合があります。 これはサーバーでの処
理を停止する最善の方法です。 サーバー・グループは、グループ内のサーバーをアイドル状態
にする前に、現在のすべての要求の処理が終了するまで待ちます。 サーバー・グループがアイ
ドル状態になった後で到着した要求はすべて、アクセスを拒否されます。

バッチ・サービスのアイドル状態化
サーバー・グループをアイドル状態に設定するには、「Idle this Server Group」ボタンをク
リックします。

停止要求が正常に完了すると、ボタンは「Restart this Server Group」に変わります。 実行中の
ジョブがある状態で、サーバーを停止する必要がある場合は、現在実行中のジョブが終了した
後で、サーバーはアイドル状態になります。

バッチ・サービスの開始
「Restart this Server Group」ボタンをクリックします。

開始要求が正常に完了すると、ボタンは「Idle this Server Group」に変わります。
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構成情報
「Platform Topology」Web ページで Oracle DataLens Server のイメージをクリックして選択す
ると、その Oracle DataLens Server の構成情報が表示されます。 特定のサーバーの Oracle 
DataLens Server イメージを選択すると、その特定の Oracle DataLens Server の構成ページに移
動します。 次の例では、LVALLAD-LAP という Oracle DataLens Server の構成情報を変更して
います。

このページでは次の値を変更できます。

Max Revisions
リポジトリ内のデータ・レンズまたは DSA のバージョンの数です。 コピーは、リビジョン履歴
情報と日付、コメントおよびそれらを変更したユーザーの情報を保持しています。 以前のバー
ジョンに戻す必要がある場合は、リポジトリに格納されている任意のリビジョンを、
Knowledge Studio または Application Studio を使用してチェックアウトできます。 2-27 ページ
の「サーバー」で説明されているように、任意のバージョンをデプロイできます。 これは
Oracle DataLens Administration Server にのみ適用されます。

Max Database Connections
Oracle DataLens Server が内部データベースにの接続するために使用する接続の最大数です。

Memory Warning Percentage
0 ～ 100 の間の値です。Web サーバーおよび Oracle DataLens Server によって現在使用されて
いるメモリーがこの値を超えると、管理者およびサーバー・グループのメインの電子メール受
信者に警告が発行されます。 詳細は、2-11 ページの「構成」および 2-14 ページの「サーバー・
グループ」を参照してください。

Memory No Load Percentage
0 ～ 100 の間の値です。アプリケーション・サーバーおよび Oracle DataLens Server によって現
在使用されているメモリーがこの値を超えると、その特定のサーバーのメモリーにはそれ以上
データ・レンズがロードされません。 管理者およびサーバー・グループのメインの電子メール
受信者に電子メール・アラートが送信されます。 詳細は、2-11 ページの「構成」および 2-14
ページの「サーバー・グループ」を参照してください。 

Max Cache Entries
これは整数の値です。 データ・レンズがキャッシュする解析済のデータの最大行数を設定しま
す。 このキャッシュは最低使用頻度キャッシュなので、最大数に達すると、最も使用されてい
ないエントリが削除され、新しく解析されたデータがエントリとして追加されます。 デフォル
ト値のゼロは、「Maximum Memory Percent for adding to Global Parse Cache」数値定数で設
定されている最大メモリー・パーセンテージになるまでキャッシュが行われることを示します。 
この定数の詳細は、2-11 ページの「構成」を参照してください。 
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Max Cache Entries AM2
これは整数の値です。 Attribute Match 2 キャッシュのエントリの最大数を設定します。 この
キャッシュは最低使用頻度キャッシュなので、最大数に達すると、最も使用されていないエン
トリが削除され、データベース問合せから取得された新しいデータがエントリとして追加され
ます。 デフォルト値のゼロは、キャッシュを行わないことを示します。値が高いほど、より多
くのメモリーがキャッシュに割り当てられます。

Processor Percentage
これは 0 ～ 100 の範囲の値です。DSA の処理をサーバーのすべての CPU に分散させる方法を
パーセンテージで設定します。 この値を 0 に設定すると、処理の分散はオフになります。これ
がデフォルトです。 値が 0 より大きい場合は、定義されているパーセントの値を最も近い整数
に丸め、ただし 1 より小さくならないようにして、その結果に従い処理を CPU に分散させま
す。 たとえば、サーバーに 8 個の CPU が含まれ、この値を 87 に設定した場合、処理は 8 個の
CPU のうち 7 個に分散されます。 8 個の CPU すべてに処理を分散させるには、この値を 100 に
設定します。

Thread Pool Size
これは 50 ～ 1000 の範囲の整数値です。Oracle DataLens Server 上で実行できるプール内のス
レッド数のスレッド・プール境界を設定します。 サーバーは複数のジョブを同時に実行でき、
各ジョブは複数のスレッドを開始して作業をプロセッサ間に分散させることができるので、ス
レッド・プールはサーバーがスレッドをすべて使用してしまわないように作成されます。 デ
フォルト値は 500 です。50 未満の値は 50 に設定され、1000 より大きい値は 1000 に設定されま
す。

スレッド・プール・サイズの値の計算に役立つアルゴリズムを次に示します。

（同時に実行するジョブの数）×（DSA 内のレンズ Transformation Map の数）＋（DSA 内の
DB 更新 Transformation Map の数）＋（若干の予備）

サーバーが Oracle DataLens Transform Server の場合、さらに次の 2 つの値が表示されます。

Server Alias
選択されている Oracle DataLens Transform Server の別名です。

Server Group
選択されている Oracle DataLens Transform Server によって使用されるサーバー・グループで
す。

Deployed Data Lenses
Oracle DataLens Server にデプロイされているすべてのデータ・レンズに対するチェック・ボッ
クスのセットにより、システム管理者は特定の Oracle DataLens Server にロードされるデータ・
レンズをさらに制御できます。 通常、ほとんどの処理はデータ・レンズ内で発生し、サーバー
のほとんどのメモリーを使用するのもデータ・レンズなので、これは最も重要な考慮事項です。

Oracle DataLens Administration Server の場合は、データ・レンズは必要に応じてロードされ
るので、この値は適用されません。 つまり、データ・レンズはジョブの処理で必要になると
ロードされます。

注意 : この値の動作は、「Max Cache Entries」の値の逆です。

注意 :  サーバー・グループ内のすべてのサーバーがすべてのデータ・レン
ズをデプロイするように設定されている場合、Oracle DataLens 
Administration Server はサーバー・グループ内のすべてのサーバーにおける
データ・レンズのジョブ処理のロード・バランシングを管理します。 そうで
ない場合は、手動ロード・バランシングに関するこれらの設定を使用できま
す。
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構成
次のような様々な管理サーバー・オプションを変更するには、「Configuration」リンクをク
リックします。

これらの各設定は、グローバルに設定される構成パラメータです。 以降の項で説明するように、
現在の設定を変更するにはいずれかの値を選択します。

DataLens の文字列定数の管理

値 説明 機能

stbeehive.o
racle.com

The mailhost to be 
used when the 
software sends email

EDQP が電子メールを定義されている受信者に送信

するときに使用する SMTP メール・サーバーです。 エ
ラーを防ぐため、この値は検証されて正しいことが
確認されます。

undefined The "from" address 
to use when the 
software sends email

EDQP が定義されている受信者に電子メールを送信

するときに使用される送信電子メール・アドレスで
あり、Oracle DataLens Administration Server の管理

者である必要があります。 この値は検証されないの

で、文字列を正確に入力してください。 たとえば、

admin@yourcompany.comなどです。

一部の電子メール・プログラムでは、この種の電子
メールが誤ってジャンク・フォルダやスパム・フォ
ルダに送られることがあるので、このアドレスが安
全な電子メール送信者リストに追加されるようにす
る必要があります。

undefined The main Admin email 
address

メインの Oracle DataLens Administration Server 管
理者の電子メール・アドレスであり、この前の定数
値と同じである場合があります。 ユーザーおよびロー

ルの変更、DSA およびデータ・レンズのチェックイ

ンとチェックアウト、サーバー・グループの変更な
ど、管理に関する変更のすべてのアラートが、この
受信者に電子メールで送信されます。 たとえば、

admin@yourcompany.comなどです。

電子メール別名を使用して、管理者のグループにア
ラートを送信できます。 この値は検証されないので、

文字列を正確に入力してください。
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DataLens の数値定数の管理

undefined The Oracle DataLens 
Admin email address

データ・レンズ管理者の電子メール・アドレスです。 
この受信者は、データ・レンズのみに対するアク
ションに関するアラートを受け取ります。 この値は検

証されないので、文字列を正確に入力してください。 
たとえば、dl_admin@yourcompany.comなどで

す。

undefined The DSA Admin email 
address

DSA 管理者の電子メール・アドレスです。 この受信

者は、DSA のみに対するアクションに関するアラー

トを受け取ります。 この値は検証されないので、文字

列を正確に入力してください。 たとえば、dsa_
admin@yourcompany.comなどです。

値 説明 機能

72 This is the number of 
historical hours of 
DSA Job information 
to display in the 
Admin Web pages

DSA ジョブの履歴情報が管理 Web ページに表示され

る時間数です。ただし、確認のためすべての履歴が
ログに記録されます。 この値を変更して、より長い、

または短い時間の履歴を動的に表示できます。 たとえ

ば、720 に設定すると、約 30 日間の履歴を見ること

ができます。 トランザクションの履歴を表示するに

は、「Job Status」リンクをクリックします。

0 Maximum Memory 
Percent for adding to 
Global Parse Cache

グローバル Java ヒープ・メモリーのうち、グローバ

ル解析キャッシュに割り当てる割合を設定します。 こ
の合計には、サーバーの起動時に処理に必要な
DSA、データ・レンズ、ユーザー、ロールの情報に

すでに割り当てられているメモリーが含まれます。 
サーバー起動時に割り当てられるメモリーとしきい
値の違いは、グローバル解析キャッシュです。 このし

きい値を超えるヒープ・メモリーを、各 DSA ステッ

プのランタイム処理に使用できます（すべての
Transformation Map と Decision Map）。 この値をゼ

ロに設定するとそれがオフになり、「Check Global 
Parse Cache Memory」オプションがオフになりま

す。 このグローバル定数は、反復データのまったく同

じ文字列がデータに含まれるときに最も役に立ちま
す。 このグローバル定数と次のグローバル定数を組み

合せて使用し、値のセットが環境に対して固有にな
るようにデータをチューニングします。 メモリー割当

てエラーが発生した場合は、2-42 ページの「トラブ

ルシューティング」を参照してください。

500 Check Global Parse 
Cache Memory every N 
records

「Maximum Memory Percent for adding to Global 
Parse Cache」定数が定義されている値にどの程度近

いかを確認する頻度を設定します（N レコードご

と）。 この値の設定が低すぎると貴重なメモリーと処

理を確認に使用する可能性があり、設定が高すぎる
と割り当てられているメモリーを超える可能性があ
ります。

5000 Processing Chunk Size 各 DSA ステップで処理するレコード（データの行）

の数を設定します。 たとえば、45,000 行が DSA ス

テップでの処理に対して送信され、この値がデフォ
ルトの 5,000 に設定されていると、サーバーは 5,000
レコードをひとまとめにして処理します。 サーバー

は、まとまりごとに、1 レコードずつすべてのレコー

ドを処理します。

値 説明 機能
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これまでに説明した 2 つのグローバル解析キャッシュ数値定数と「Max Cache Entries」文字列
定数は、Java ヒープによって次のように制御されます。

これらのキャッシュとメモリーに関する設定が連携して動作するしくみの例を次に示します。

「Max Cache Entries」が 0 で「Maximum Memory Percent」が 0 の場合、NLE 解析結果
キャッシュはオフになります。

「Maximum Memory Percent」が 0 より大きい場合、次のことが成り立ちます。

「Max Cache Entries」が 0 の場合は、キャッシュ・エントリが無制限であることを意味し
ます
 

「Max Cache Entries」が 0 より大きい場合は、キャッシュ・エントリがその値に制限され
ることを意味します

「Maximum Memory Percent」のデフォルト値は 88 であり、デフォルトではグローバル解析
キャッシュはオンでエントリは無制限であることを意味します。 さらに、「Max Cache Entries」
の設定には次の 2 つの意味があります。

「Maximum Memory Percent」が 0 の場合は、キャッシュがオフであることを意味します。

「Maximum Memory Percent」が 0 より大きい場合は、キャッシュがレコード数ではなく
メモリーによってのみ制限されることを意味します。 たとえば、これを 88 に設定して実行
すると、キャッシュは Java ヒープ・メモリーの 88% を使用するまで拡大します。 前に説明
した「Memory Warning Percentage」文字列定数で設定される使用済メモリー検査の頻度
によっては、この割合を超える可能性があります。 その時点で Java ヒープ・メモリーは
キャッシ・サイズの拡大を停止しますが（最新のエントリを追加し、最も使用されないも
のを削除します）、まだ多くのメモリーがキャッシュによって消費されています。
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DataLens のブール定数の管理

サーバー・グループ
サーバー・グループを使用すると、Oracle DataLens Server をグループ化して次のシナリオで使
用できます。

■ 開発

■ 本番

■ 品質保証テスト

グループの各サーバーは、グループ内でのサーバーの自動的なロード・バランシングに参加し
ます。 また、サーバーは、グループ内のどのサーバーが稼働していて要求の処理に使用できる
かを判別するための、クライアント・アプリケーションからのラウンド・ロビン・チェックに
も使用できます。

サーバー・グループに割り当てられるまで、Oracle DataLens Server には種類がありません。 
サーバーの種類は、そのサーバーが割り当てられているグループの種類に依存します。

値 説明 機能

true Allow processing on 
Admin Server

Oracle DataLens Administration Server でのジョブ処

理を可能にします。 このサーバーでの良好なパフォー

マンスを確保するには、ジョブ処理は本番サーバー
と開発サーバーで行う必要があります。 その場合は、

この値を falseに設定する必要があります。

trueに設定すると、Oracle DataLens 
Administration Server は開発サーバーとしても機能

するようになります。 

false Log timings for 
certain processing 
tasks

特定の処理タスクのログ・タイミングです。 この値

は、コンサルタントから指示されたときにのみ変更
する必要があります。

false Log AttributeMatch2 
Cache entries

AttributeMatch2 キャッシュ・エントリをログに記録

します。 この値は、コンサルタントから指示されたと

きにのみ変更する必要があります。

false Match Processing is 
Active

Oracle DataLens Server での照合コンポーネントの処

理を可能にします。 

この値は、有効なライセンスを購入したときにのみ
trueに設定する必要があります。 詳細は、オラクル

社までお問い合せください。

この値を変更するときは、すべての Oracle DataLens 
Server を再起動して照合処理を有効にする必要があ

ります。
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サーバー・グループは作成、編集、削除できます。 作成されたグループは、「Platform 
Topology」Web ページにグラフィカルに表示されます。

新しいサーバー・グループの追加
「Create A New Server Group」ボタンをクリックして、次の画面を表示します。

1. 新しいサーバー・グループの名前と説明を入力します。

2. 種類を選択します。 ドロップダウン・メニューには 3 つの選択肢があります。

■ Production - このグループには、本番環境でデータの処理に使用されるサーバーが含
まれます。

■ Development - このグループには、デプロイメント環境でデータ・レンズおよび DSA
に対する新しい変更をテストするために使用されるサーバーが含まれます。

■ QA - このグループには、開発者によって行われた作業を、本番グループで使用する前
にテストするために品質保証環境で使用されるサーバーが含まれます。

3. このサーバー・グループのパラメータを設定します。 新しいサーバーがグループに追加さ
れたら、これらのパラメータを増やすことができます。

4. 「Save」をクリックして新しいサーバー・グループを作成します。

注意 : Oracle DataLens Administration Server は非表示の Admin Group に
存在し、変更できません。

さらに、サーバー・グループを作成する前に Oracle DataLens Transform 
Server を作成した場合は、一時的なデフォルト・グループが使用されます。 
このデフォルト・グループは常に Development Group です。
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Oracle DataLens Server の作成または削除
以降の項では、Oracle DataLens Server を作成または削除する方法について説明します。

サーバーの追加
前に示したサーバー・グループ管理ページで、「Add a new Oracle DataLens Server」ボタンを
クリックします。

新しい Oracle DataLens Server が Oracle DataLens トポロジに追加されます。 サーバーをトポロ
ジに追加する前に、サーバーをハードウェアに物理的にインストールする必要があります。 
サーバーをコンピュータに物理的にインストールして起動した後は、次のようにして追加でき
ます。

1. サーバー名としてこの新しいサーバーのネットワーク名または IP アドレスを入力します。

2. ポート番号が 2229 ではない場合は変更します。

3. サーバーの説明を入力します。

4. 構成オプションを選択します（使用する構成がはっきりしない場合は、デフォルトを使用
します）。 各オプションの詳細は、2-9 ページの「構成情報」を参照してください。

5. サーバーの別名は、この新しいサーバーのサーバー Web ページにユーザーがアクセスする
ためにネットワーク環境内で使用できる URL です。

6. 作成したサーバー・グループの 1 つを選択します。

7. 「Submit」をクリックして、Oracle DataLens Server トポロジに新しいサーバーを作成しま
す。

注意 : Oracle DataLens Server を作成する前に、サーバー・グループを作成
する必要があります。 詳細は、2-15 ページの「新しいサーバー・グループの
追加」を参照してください。
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サーバーの削除
「Configuration」ページで「Platform Topology」を選択し、サーバー・グループを選択して、
トポロジから削除する特定のサーバーを選択します。

「Delete this datalens Server」をクリックして、Oracle DataLens トポロジからサーバーを削除
します。

ロールの管理
「Role Administration」リンクを選択すると、次のページに移動します。

このページでは、Oracle DataLens Server のユーザーに割り当てることのできる新しいロールを
追加できます。 ロールを使用すると、ユーザーを似た権限で簡単にグループ化できます。 ロール
の作成、編集、名前変更、削除を行うことができます。

新しいロールを作成するときは、次のページが表示されます。
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新しいロールに含める権限を選択し、「Submit」をクリックすると権限がロールの一部になり
ます。

ロールを編集するときも、同じページが表示されます。 ロールに含める権限を追加または削除
し、終了したら「Submit」ボタンをクリックします。

ユーザーの管理
「User Administration」リンクを選択すると、次のページに移動します。

新しいユーザーは、Enterprise DQ for Product クライアント・ソフトウェアで使用できるよう
に追加し、管理 Web ページにログインできるようにする必要があります。 Enterprise DQ for 
Product クライアントを使用するには、ユーザーを先に作成しておく必要があります。

これにより、Oracle DataLens 管理 Web ページにログインして既存ユーザーのパスワードを変
更できる新しいユーザーを追加できます。 これらの新しいユーザーは削除することもできます。

ユーザー admin は、他のユーザーがアクセスできない Oracle DataLens 管理 Web ページの部分
にアクセスできる特殊なスーパーユーザーです。 このユーザーは削除できませんが、デフォル
トのパスワードは変更できます。

ユーザーを作成し、1 つ以上のロールを割り当てるには、次の画面を使用します。

注意 : ユーザー名とパスワードは大文字と小文字が区別されます。
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データベース接続
このページでは、管理者は Oracle DataLens Server トポロジ全体で DSA によって使用できる名
前付きのデータベース接続を作成できます。

ページの初期状態は空です。次に示すのは DB 接続をいくつか定義した後のページです。

データベースにアクセスする必要のあるジョブは接続の名前を使用できます。

新しいデータベース接続を作成するには、次のページを使用します。

■ すべての DSA で使用する名前付きの接続を作成します。

■ 領域を選択します。 異なるユーザー・ログインは、異なる領域で使用できます。 実際、異な
るデータベース全体を、異なる領域に使用できます。

■ データベースの種類を選択すると、「Connection」および「Driver」フィールドが自動的に
移入されます。 次のものに対するデフォルトの接続情報があります。

■ User Defined - ユーザーは代替データベース用に任意の接続情報を入力できます

■ Oracle

■ MySQL

■ SQL Server 2000

■ SQL Server 2005
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■ PostgreSQL

■ DB2

このページの他のオプションに対して使用する値がはっきりしない場合は、デフォルトの設定
を使用してください。

接続情報を保存すると、データベース接続のリストに追加されます。

作成した新しい接続を選択し、接続を編集して、接続の定義が正しく動作することをテストし
ます。

「Create」ボタンを使用すると、この同じ名前のデータベース接続に対して、他の領域用の新し
い接続も作成できます。

「Test Saved Development Connection」ボタンを使用すると、保存されているデータベース接
続をテストすることもできます。

データベース接続が正しく定義されている場合は、確認メッセージが表示されます。

接続定義が正しく定義されていない場合は、エラー・メッセージが出力され、データベース接
続の問題が示されます。

注意 : この 1 ページに、接続が定義されているすべての領域に関するすべて
の接続情報が表示されます。

注意 : DbConnectionTemplates.xmlファイルを編集して、新しいデー
タベース接続を作成するために、新しいデータベースを追加したり、デフォ
ルトを変更したりできます。
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Web サービス
名前付きの WSDL 接続を作成し、DSA およびその Transformation Map（DSA のステップで使
用される）で使用するように構成できます。 この接続は、QA、開発、本番の各サーバーに合わ
せて構成を変えながら、すべてで共通の名前を共有できます。 これにより、Web サービスを環
境ごとに変更しても、DSA をデプロイメント環境に基づいて変更する必要はありません。

（次の例のように）複数のフィールドを返す Web サービスは、単一の文字列内のセパレータ
（縦棒など）で区切られたデータとして、複数のフィールドを返します。 Application Studio で
は、Get Field アドイン関数を使用して、返されたデータから個別のフィールドを抽出できま
す。

次の例では、WSDL 作成ウィザードを使用して、Enterprise DQ for Product Web サービスに対
する名前付きの WSDL 接続を作成し、1 行のデータを処理しています。

「Web Services」リンクをクリックします。

名前と説明を入力します。

有効な WSDL を入力します。

「Find Service」ボタンをクリックします。

目的のサービスを「Service」ドロップダウン選択ボックスから選択します。

「Find Ports」ボタンをクリックします。

注意 : 呼び出される Web サービスは、単一の文字列だけを返す必要があり
ます。 Application Studio でのすべての変換は、単一の文字列を返すことが期
待されます。 これには Web サービスの呼び出しも含まれます。
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目的のポートを「Port」ドロップダウン・リスト・ボックスから選択します。

「Find Operations」ボタンをクリックします。

目的の操作を「Operation」ドロップダウン・リスト・ボックスから選択します。

「Find Remaining」ボタンをクリックします。

この例では、パラメータは Web サービスから自動的に移入され、テスト用にサンプルの行が追
加されます。

「Namespace」および「End Point」パラメータは自動的に移入されます。

「Area」を選択します。

「Save」ボタンをクリックします。

注意 : 次のように、切り取って貼り付けることのできるテスト用のサンプル
行を追加すると便利です。
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「Web Service Administration」ページにすべての Web サービスが表示されます。

現在定義されている Web サービス定義の 1 つを選択し、そのサービスをテストします。

「Test Data」入力フィールドにテスト・データを入力します。 この例を使用する場合は、この
フィールドに 1 17.0 TRUE "Test Web Service"と入力します。 テスト・データはスペー
ス区切りであり、「Parameter Description」フィールドで定義されているパラメータ入力要件
に従う必要があります。

「Test Development Web Service」ボタンをクリックし、Enterprise DQ for Product Web サー
ビスでデータを処理して接続をテストします。

テストが成功すると、次のようなメッセージが表示されます。

SUCCESSFUL test of the Web Service
Results
1 times 17.0 = 17, test web service

これで、Web サービスを DSA で使用できる状態になりました。
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FTP 接続
名前付きの FTP 接続を作成し、DSA および DSA Transformation Map（DSA のステップで使用
される）で使用できます。 DSA ジョブからの結果データを、名前付き FTP 接続の 1 つに直接送
信できます。 リアルタイム・プログラミング・インタフェースから実行されるジョブでは、出
力に対して FTP 接続を指定できます。

「FTP Connections」リンクをクリックします。

「Create a New Ftp Connection」ボタンを選択します。

1. 接続の名前を入力します。

2. リモート FTP ディレクトリでファイルを配置するディレクトリを指定します。 FTP ホスト
に接続するとき、このディレクトリは FTP 接続先ディレクトリのサブディレクトリである
必要があります。

3. ポートとホストを入力します。

4. ユーザーとパスワードを入力します。

5. 新しい FTP 接続定義を保存します。

新しい接続が「Ftp connections」ページに表示されます。

「Test」ボタンを使用して、この新しい接続をテストできます。 テストの間に、小さいファイル
がリモート FTP ディレクトリに置かれます。 これはテスト構成ページです。
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「Test」ボタンをクリックして接続をテストします。 ソース・パスは、サーバー上のファイルか、
または（前に示したように）ネットワークのファイルの UNC パスである必要があります。

FTP テストが成功すると、確認メッセージが表示されます。

ユーザー・アクセス
これらのオプションは、Knowledge Studio、Application Studio、Governance Studio などの
Enterprise DQ for Product アプリケーションへのユーザー・アクセスを制御します。 また、Web
ページへのユーザー・アクセスも制御します。

データ・レンズと DSA
これらのページでは、管理者は、各ユーザーに対して指定したアクセスのレベルで、各ユー
ザーがアクセスできるデータ・レンズおよび DSA を正確に制御できます。 これは、ユーザーに
すでに割り当てられているロール・ベースの権限に対する追加機能です。

これら 3 つのものはすべて同じように動作し、この項の例では DSA を使用します。 リポジトリ
内のすべての DSA のリストと簡単な説明が表示されます。

ハイパーリンクになっている DSA の名前を選択し、次に示すようなユーザー・アクセスページ
を表示します。
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各ユーザーが許可されているアクセスが表示されます。 任意のユーザーの権限を変更でき、そ
の後で「Submit」をクリックして変更を保存します。

ダッシュボード
「Dashboard」リンクをクリックします。

Oracle DataLens Server の監視に使用される別のページが表示されます。 このページは企業のシ
ステム・コマンド・センターに表示しておき、Oracle DataLens Server の状態を常に監視できま
す。 このページは 1 分ごとに更新されます。

Oracle DataLens Server に関する問題はすべて、赤で強調表示されます。

■ Knowledge Studio などの Enterprise DQ for Product アプリケーションから 3 人のユーザー
が Administration Server に接続しています。

■ 応答していないデータベース接続が 1 つあります。 応答していないデータベース接続を使用
している DSA により、アプリケーションがデータベースに接続できません。

注意 : DSA またはデータ・レンズの名前が正しく表示されない場合は（ダ
ブルバイト文字のときに発生することがあります）、Windows の地域と言語
のオプションが正しく設定されていることを確認してください。 詳細は、
Windows のヘルプを参照してください。
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サーバー
サーバーは、Oracle DataLens Administration Server で使用するためにデータ・レンズと DSA
が格納される場所です。 これには、異なるバージョンのデータ・レンズと DSA に関する情報お
よびバージョン自体のインスタンスに関する情報が含まれます。 Knowledge Studio のユーザー
および Administration Server の管理 Web ページを使用するユーザーだけが、これらのデータ・
レンズを直接操作できます。 Oracle DataLens Server からリポジトリに直接アクセスすることは
できません。

これらのデータ・レンズは、Knowledge Studio からサーバーにロードされます。

サーバー・データ・レンズおよびサーバー DSA は、異なるチーム・メンバーによる共有使用の
ために、Oracle DataLens Server によってバージョン管理されています。 これにより、複数の
ユーザーが同時にデータ・レンズを更新して作業が失われる可能性が防がれます。 これはまた、
重要なデータ・レンズをバックアップするための単一の場所も提供します。 サーバー・データ・
レンズは、Knowledge Studio のユーザーによる編集または読取りのためにチェックアウトでき
ます。

■ データ・レンズは、ナレッジ構成の基本単位です。

■ DSA では、クレンジング、属性抽出、分類、アイテム・レベルの照合を目的としたレコー
ド・レベルのデータへのナレッジつまりデータ・レンズの適用が定義されています。

リポジトリに格納されたデータ・レンズおよび DSA は、必要に応じて編集およびアップグレー
ドできます。

データ・レンズ
このページには、Administration Server 内のサーバーに現在含まれるすべてのデータ・レンズ
に関する情報が表示されます。

この表には次のような追加フィールドがあります。

Data Lens Name
データ・レンズの名前です。このデータ・レンズの完全な履歴情報へのハイパーリンクになっ
ています。 履歴領域では、特定のバージョンのリポジトリ・データ・レンズがサーバーにデプ
ロイされます（後の説明を参照）。

Actions

Edit 管理者または本番サーバーに対してデプロイさ
れるデータ・レンズのバージョンをきめ細かく
制御できます。

Delete サーバー・リポジトリからデータ・レンズを完
全に削除します。
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Development Deployed Revision
開発（または管理 / 開発）サーバーにデプロイされているデータ・レンズのリビジョン番号で
す。

黒い文字は、開発にデプロイされているリビジョンがリポジトリにチェックインされた最新の
バージョンであることを意味します。

赤い文字は、開発にデプロイされているリビジョンがリポジトリの最新バージョンではないこ
とを意味します。

QA Deployed Revision
品質保証データ・ディレクトリにデプロイされているデータ・レンズのリビジョン番号です。

Production Deployed Revision
本番データ・ディレクトリにデプロイされているデータ・レンズのリビジョン番号です。

Description
リポジトリに初めてチェックインされたときのデータ・レンズの最初の説明です。 詳細は、
データ・レンズの履歴を見てください。 この説明は、Application Studio アプリケーションで更
新できます。

Administration Server User Lock
排他アクセスのためにこのデータ・レンズをロックしている Knowledge Studio ユーザーを示
します。 「Not Locked」は、任意の Knowledge Studio ユーザーがデータ・レンズをチェック
アウトできることを意味します。

ユーザー・ロック
通常、リポジトリ・データ・レンズに対するユーザーのロックは、Knowledge Studio のユー
ザーによって作成されます。 このようなロックをサーバー管理者がオーバーライドすることが
必要な場合があります。

あるユーザーがデータ・レンズをロックしたまま休暇を取り、別のユーザーがそのデータ・レ
ンズを必要とするような場合です。

また、ユーザーがうっかりしてユーザー・ロックを取得せずに Knowledge Studio でデータ・
レンズの編集を始めてしまうこともあります。 このような場合、後からデータ・レンズを
チェックアウトすると、それまでにデータ・レンズに対して行った作業が上書きされてしまう
ので、ユーザーはチェックアウトを望みません。 このような場合、ユーザーが開始した

（チェックアウトしなかった）データ・レンズは最新バージョンではない可能性があるので、管
理者は慎重に対処する必要があります。

ユーザー・ロックの削除  2 番目の列の「Unlock」ボタンをクリックするだけで、ユーザーが
データ・レンズにかけているロックを削除できます。

ユーザー・ロックの追加  2 番目の列の「Lock」ボタンをクリックすると、そのデータ・レンズ
にロックが追加されます。

Lock 指定されたユーザーでデータ・レンズをロック
します。

Unlock ユーザーのロックをデータ・レンズから削除し
ます。

Rename データ・レンズの名前を変更します。すべての
リビジョン情報は維持されます。
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データ・レンズ・リポジトリの履歴
「Data Lens - Administration」ページからのこのハイパーリンクにより、データ・レンズの完
全な履歴が新しいものから古いものの順に一覧表示されます。

2 番目の列の「View History」ボタンをクリックすると、次のページが表示されます。

Source
これは、データ・レンズが翻訳元の言語として使用している言語です。

Standardizations
データ・レンズが使用する代替標準化のリストです。 デフォルトの標準化だけが使用されてい
る場合、この列は空です。

Classifications
データ・レンズが使用する分類のリストです。 この場合、データ・レンズは 2 つの異なる分類
を使用しています。

Target Locales
翻訳後の言語として使用できる言語のリストです。

Unit Conversions
このデータ・レンズに対して定義されている数値変換のリストです。

「View History」ページの 2 番目の表は、次のようにバージョン情報およびデプロイ / アンデプ
ロイ・アイコンです。

Revision
1 から始まるリビジョンが最新のものから順番に一覧表示されます。 この例ではリビジョンは 1
つだけです。

開発 /QA/ 本番デプロイメント・アイコン

アイコンを選択して、このデータ・レンズの特定のバージョンを管理サーバーまたは Oracle 
DataLens Server にデプロイします。 このデータ・レンズは管理サーバーまたは Oracle 
DataLens Server でロードできるデータ・レンズとして表示されます。 この例では、QA サー
バー・グループがないので、QA デプロイ・アイコンは使用できません。

Information
次のようなデータ・レンズの情報が表示されます。

■ この特定リビジョンのデータ・レンズに対して Knowledge Studio ユーザーが行ったことに
ついてのコメント

■ リビジョンを作成した Knowledge Studio ユーザーの名前

■ リビジョンがサーバーにチェックインされた日時
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管理者 / 本番デプロイ済アイコン

これらのアイコンは、管理サーバーおよび Oracle DataLens Server 領域にデプロイされている
データ・レンズのバージョンを示します。

Undeploy from Development

開発サーバーからデータ・レンズをアンデプロイします。ロードされるデータ・レンズのリス
トに表示されなくなります。 この例では、このボタンはバージョン 8 でのみ使用できます。
Administration Server にデプロイされているバージョンはこれだけです。

Undeploy from Production

Oracle DataLens Server からデータ・レンズをアンデプロイします。ロードされるデータ・レン
ズのリストに表示されなくなります。 前の例では、データ・レンズは現在 Oracle DataLens 
Server にデプロイされていないので、このボタンは使用できません。

Undeploy from QA

QA サーバー・グループが定義されている場合、QA 領域でアンデプロイまたはデプロイするた
めのボタンが表示されます。

データ・レンズのデプロイ
データ・レンズの履歴ページで、「Deploy data_lens_name to Development」アイコンをク
リックします。

データ・レンズが開発領域にデプロイされ、次のように開発グループで使用できるようになり
ます。

データ・レンズは開発領域に対してのみデプロイすることをお薦めします。 QA および本番領域
へのデータ・レンズのデプロイメントは、DSA のパッケージ・デプロイメントを使用する方が
簡単であり、パッケージでは手動でのデータ・レンズ・デプロイメントでは不可能なレベルの
バージョン追跡を利用できます。

Data Service Applications
このページでは、サーバーのリポジトリ内に現在あるすべての DSA についての情報が表示され
ます。

このページの機能は「Data Lenses」ページと同じです。 このページの詳細は前の説明を参照し
てください。

本番領域へのデプロイに使用されたパッケージを表示するには、特定の DSA のメイン・ページ
で「View Production Packages」リンクをクリックします。
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次のような本番パッケージが表示されます。

表示設定ボタンを使用してこのパッケージの詳細にドリルダウンすると、次の詳細が表示され
ます。

このパッケージでは一連のデータ・レンズで Demo_MRO_Core_Capabilities のリビジョン 1 が
使用されていることが報告されています。

DSA に複数のパッケージがある場合は、次のようにパッケージ・メニューにすべてのパッケー
ジのバージョンが一覧表示されます。

複数のパッケージがあるときには、2 つの新しいアイコンが有効になります。 次の 2 つです。

Current Package Tag
本番にデプロイされる現在のパッケージをマークします。

Data Service Application Details
特定の DSA の詳細を、DSA の履歴ページから取得できます。

注意 : デプロイおよびアンデプロイ・アイコンも使用できます。 「Deploy 
to Development」アイコンのみを使用することをお薦めします。 QA または
本番へのデプロイには、これらのデプロイ・アイコンではなく、パッケージ
を使用することをお薦めします。そうすれば、QA または本番サーバー・グ
ループでバージョンを追跡できます。



サーバー

2-32 Oracle Enterprise Data Quality for Product Data Oracle DataLens Server 管理者ガイド

DSA の名前のリンクをクリックすると、次のように DSA の詳細が表示されます。

Language Glossaries
「Language Glossaries」リンクをクリックすると、使用できる翻訳スマート用語集についての
情報が表示されます。

この表には、Oracle DataLens Server トポロジに使用できるすべての用語集が一覧表示されま
す。 用語集の名前と、翻訳のソース言語とターゲット言語が含まれます。
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レポート
「Reports」リンクをクリックすると、すべてのレポート機能にアクセスします。

管理レポート
Oracle DataLens Server プラットフォーム・トポロジの状態についての汎用レポートがありま
す。

Server User Administration
Oracle DataLens Server でのすべてのユーザー・アクティビティが示されます。

DataLens Server Topology
Oracle DataLens プラットフォーム・トポロジ内のすべてのサーバーと、各サーバーの機能が示
されます。

データ・レンズ・レポート

Data Lens Repository History
データ・レンズが実行できるすべての変換と、リポジトリの完全な履歴が示されます。

Data Lens Usage
選択したデプロイメント領域のデータ・レンズ・トポロジ内で特定のデータ・レンズが使用さ
れている場所を確認するのに便利です。

Production Data Lenses
本番環境にデプロイされているすべてのデータ・レンズの詳細なリストです。

DSA レポート

DSA Repository History
Administration Server 上のすべての DSA の完全なリポジトリ履歴が示されます。

DSA BOM Bill of Materials
特定の DSA によって使用されているデータ・レンズとデータベース接続を確認するのに便利で
す。 リポジトリまたは選択した任意のデプロイメント領域から一覧表示できます。
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ジョブのステータス
管理者は、DSA ジョブのステータスを見ることができ、Oracle DataLens Server でのジョブの
状態を変更できます。

Data Service Application ジョブ
実行されている DSA ジョブのリストを表示するには、「Job Status」リンクをクリックします。

ページは 3 種類の DSA ジョブに分かれています。

■ 現在実行中のアクティブなジョブ

■ 現在キューで待機している保留中 DSA ジョブ

■ 終了した DSA ジョブ、キャンセルされた DSA ジョブ、失敗した DSA ジョブについての情
報を含むジョブ履歴

アクティブなジョブ、保留中のジョブ、完了したジョブ
サーバーは複数のジョブを交互に実行するので、ジョブは同時に実行でき、1 つの非常に大き
いバッチ・ジョブがサーバーの制御を占有することはありません。

2-11 ページの「構成」で説明されているように、同時ジョブの最大数はサーバー構成の一部と
して制御されます。

管理者は、現在アクティブなバッチ・ジョブについて 2 つのことを行うことができます。 つま
り、ジョブの詳細を確認することと、ジョブをキャンセルすることです。

Job Id
ジョブ ID は、ジョブのサブミット時にシステムによって割り当てられ、ユーザー名とジョブ番
号で構成されます。

Owner
このフィールドには、ジョブをサブミットしたユーザーのユーザー ID が表示されます。

Status
このフィールドには、ジョブのステータスが表示されます。 ステータスの定義は次のとおりで
す。

■ Running

ジョブは現在実行中です。

■ Pending

ジョブは開始していませんが、スロットが使用できるようになるとただちに開始します。 
Oracle DataLens Server では同時に実行できるジョブは 2 つだけです。 2 つのジョブがすで
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に実行中のときにサブミットされたジョブは、「Pending」ステータスになり、他のジョブ
の処理が終了するとサブミットの順序で開始されます。

■ Finished

ジョブの処理は正常に終了しています。

■ Cancelled

処理中または処理の開始前に、管理者がジョブをキャンセルしました。

■ Failed

ジョブは失敗しました。 このステータスは、データのサブミット中または処理中に異常が
発生したことを意味します。 ジョブが失敗すると、Oracle DataLens Server ログにエントリ
が作成されます。

Start
ジョブが開始した日時が YYYY-MM-DD HH:MM:SS の形式で示されます。

Duration
完了したジョブの合計時間が時間 / 分 / 秒で示されます。

Input Line Count
それまでに DSA ジョブで処理されたレコードの数が示されます。 ジョブが「Running」ステー
タスの場合、ブラウザの更新ボタンをクリックするとこの値は更新されます。

Description
ジョブをサブミットするときにユーザーが入力した説明です。 さらに、Governance Studio また
は Services for Excel から実行されたジョブはそのように示されます。

Server
処理のためにジョブが送信されたサーバーです。 複数のサーバーがあるサーバー・グループで
は、複数のサーバーによって要求が処理されている場合があります。

Priority
ジョブに対して設定されている優先度です。

■ Low priority

ジョブは、数万行から数百万行のデータを処理する大きいバッチ・タイプのジョブです。

■ Medium priority

低い優先度のジョブの実行中に結果を取得する必要のあるジョブです。

■ High priority

ほんの数行を処理するジョブ、または対話形式のユーザー環境から実行され、結果をすぐ
に返す必要のあるジョブです。

Action
実行中または保留中のジョブで使用できます。 2 つのアクション・ボタンを使用できます。

■ Cancel

実行中または保留中のジョブをキャンセルできます。 ジョブが正しくないデータ・セット
を使用している場合や、他のユーザーもサーバーにアクセスしていて 1 日で実行するには
ジョブが大きすぎる場合などです。

■ Priority

実行中または保留中のジョブの優先度を変更できます。
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ジョブの詳細
現在実行中、保留中、または完了済のジョブの詳細を表示するには、「Job ID」列のハイパーリ
ンクを選択します。

ジョブのいずれかの表でジョブ ID のリンクを選択すると、次の例に示すように、選択したジョ
ブの詳細を確認できます。

このページには、現在実行中、保留中または履歴（完了、キャンセル、失敗）の DSA ジョブの
詳細が表示されます。 表示されるデータは、「DSA Job Status」ページでの選択（「Active」、

「Pending」、「History」）によって異なります。

この特定のジョブは実行中であり、229 行のデータを入力しています。 完了したステップ、実行
中のステップ、実行を待機しているステップを簡単に確認できます。

ジョブの履歴
管理者はジョブの詳細を表示して、終了したジョブについての情報と統計を取得できます。 構
成画面では、アーカイブされる情報の日数を制御できます。

ジョブ名のハイパーリンクをクリックすることでジョブの詳細を表示し、前に示した現在実行
中のジョブと同じ詳細情報を取得できます。
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ジョブの実行
管理者は管理 Web ページから直接 DSA ジョブを実行できます。 これらのメニューにアクセス
するには、Web - Administer Job Scheduler の権限が必要です。

「Run a Job」メイン・メニュー項目を使用したジョブの実行の例を次に示します。

DSA ジョブを処理する Oracle DataLens Server グループを選択します。

「Submit Server Group」ボタンをクリックします。

1. ジョブの説明を入力します。

2. ドロップダウン・リストから「Data Service Application (DSA)」を選択します。

3. 他のドロップダウン・リストから「Run-Time Locale」を選択します。

4. 結果を Governance Studio または Services for Excel で受け取る場合は、「Job Output」
チェック・ボックスを選択します。

5. 「Submit DSA」ボタンをクリックします。

1. 必要に応じて、セパレータを Tab 文字から変更します。

2. 必要に応じて、出力エンコードを変更します。

3. 出力ディレクトリを入力します。
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4. Input File - ネットワーク上のファイルへの完全な UNC パス名を追加します。 ファイルの
ディレクトリが共有されていて、ネットワークで使用できることを確認します。 UNC では
ないパス名を指定すると、管理サーバーのディレクトリに書き込まれます。

5. Input File Encoding - 使用する入力ファイルのエンコードを選択します。

6. Separator Char - 入力テキスト・ファイルで使用されているフィールド・セパレータの種類
を選択します。

7. Output Directory - 出力ファイルを格納するネットワーク上のディレクトリの完全な UNC
パス名を追加します。 このディレクトリが共有されていて、ネットワークで使用できるこ
とを確認します。 UNC ではないパス名を指定すると、管理サーバーのディレクトリに書き
込まれます。

8. Output File Encoding - 出力ファイルのファイル・エンコードを選択します。

9. Email Address - 必要に応じて、結果を送信する電子メール・アドレスを追加します。

10. FTP Location - 必要に応じて、結果を送信する FTP の場所を追加します。

11. Sample Percent - ファイル全体を使用するのではなく、サンプリングする入力ファイルの割
合の値を入力します。 デフォルト値の 0 では、入力ファイル全体が処理されます。

大きいファイルの小さいテストだけを実行する場合は、サンプルの割合を 1 に変更します。 
このように指定すると、入力ファイルがサンプリングされ、ファイルの内容の 1% だけが
処理のためにサーバーに送信されます。

12. Job Priority - 必要に応じて、ジョブの優先度を変更します。 大きいジョブは優先度を低にし
て送信し、結果がすぐに必要な小さいジョブは優先度を高にして送信する必要があります。 
サーバーで複数のジョブが同時に実行しない場合は、この指定による影響はありません。

13.「Run This Job」ボタンをクリックします。

ジョブが実行され、「Data Service Application Job Status」ページに移動して現在実行中のジョ
ブのジョブ統計情報が表示されます。 詳細は、「ジョブのステータス」を参照してください。

ジョブが終了すると、出力ディレクトリに次のような名前の結果ファイルが出力されます。

JobId-ProcessMapName-StepName.txt

たとえば、C:¥tmpディレクトリに 6-samplePMapIDef-output.txtというような名前の
ファイルがジョブによって出力されます。

データベース・ジョブ
ジョブがデータベース・ジョブの場合は、入力ファイル画面のかわりに、次のようなデータ
ベース・パラメータ画面が表示されます。

データベースのパラメータのリストを、セパレータ「|」で区切って入力します。

注意 : UTF-8 は ASCII も含むので、ほとんどのテキスト・ファイルはこの
エンコードで動作します。
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ジョブのスケジュール
管理者は管理 Web ページから直接 DSA ジョブを実行できます。 これらのメニューにアクセス
するには、Web - Administer Job Scheduler の権限が必要です。

「Schedule a Job」リンクをクリックして、実行するジョブを設定します。

DSA ジョブを処理する Oracle DataLens Server グループを選択します。

「Submit Server Group」ボタンをクリックします。

1. ジョブの説明を入力します。

2. ドロップダウン・リストから「Data Service Application」を選択します。

3. 他のドロップダウン・リストから「Run-Time Locale」を選択します。

4. 結果を Governance Studio で受け取る場合は、「Job Output」チェック・ボックスを選択し
ます。

5. 「Submit DSA」ボタンをクリックします。
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1. 必要な情報を指定します。前に 2-37 ページの「ジョブの実行」で説明したものを同じで
す。

2. Scheduled Time - ジョブを実行する時刻を選択します。

3. Scheduled Recurrence - このジョブを実行する間隔を選択します。

■ One Time Only - ジョブを 1 回だけ実行します。

■ Every Day - ジョブを毎日スケジュールした時刻に実行します。

■ Every Weekday - ジョブを初回実行日以降のすべての平日に実行します（週末は実行
しません）。

■ Every Week - 最初のジョブを実行したのと同じ曜日に、ジョブを毎週 1 回実行します。

■ Every Month (day) - 毎月特定の日にジョブを実行します（第 2 水曜日など）。

■ Every Month (date) - 毎月特定の日にジョブを実行します（23 日など）。

4. Scheduled Duration (Start) - 特定の年月日にジョブを開始します。

5. Scheduled Duration (End) - 特定の年月日にジョブを終了します。 ジョブのスケジュールに
終了日がない場合はブランクのままにします。

6. Data Options - ジョブをすぐに実行する場合と同じです。

7. 「Schedule This Job」ボタンをクリックして、ジョブをスケジュールします。

ジョブがスケジュールされ、「Scheduled Job Administration」ページに移動して現在スケ
ジュールされているジョブのリストが表示されます。

サーバー・グループでのジョブ・スケジューラの実行
ジョブ・スケジューラは、特定の Oracle DataLens Server グループでジョブを実行します。 サー
バー・グループ内で実際に選択されるサーバーは、ラウンド・ロビン・サーバー選択処理の一
部として管理サーバーによってランダムに選択されます。

サーバー・グループ内のすべてのサーバーが、DSA を実行するサーバーとして選択される可能
性があります。つまり、グループ内のすべてのサーバーを、Data Service Applications をロー
ドするようにセットアップしておくことが重要です。 この設定は、管理 Web ページの

「Platform Topology」ページで行います。

スケジュールされたジョブの編集
実行をスケジュールされているジョブを変更するには、「Edit Scheduled Jobs」リンクをク
リックします。

スケジュールされているジョブを削除するには、「Delete Scheduled Job」アイコンをクリック
します。 確認の問合せが表示され、選択したジョブの削除を確認できます。
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スケジュールされているジョブのパラメータを変更するには、「View Settings and Edit Job」
アイコンをクリックします。

スケジュールされているジョブのパラメータのうち、次のものを除くすべてのパラメータは、
この項で前に説明したように変更できます。

■ Server Group

■ DSA

■ Run-Time Locale

これらのパラメータを変更する必要がある場合は、新しいジョブを作成してスケジュールする
必要があります。
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トラブルシューティング
トラブルシューティング情報のほとんどは、ログ・ファイルから得られます。 Oracle DataLens
管理 Web ページのホーム・ページからログ情報を確認します。 通常、必要な情報はこのログに
あります。 サーバーの起動に問題がある場合は、Web ページからこのログにアクセスできませ
ん。 詳細は、付録 B「ロギング」を参照してください。

英語以外の文字が正しく表示されない
Tomcat Application Server を実行していて、英語以外の文字が正しく表示されない場合は、
C:¥Oracle¥Middleware¥opdq¥tomcat¥conf¥server¥server.xmlファイルで URI エン
コードが正しく設定されていない可能性があります。 このファイルを編集し、次の例のように、
URIEncodingフラグを UTF-8に設定します。

<Connector port="2229" protocol="HTTP/1.1" 
   minSpareThreads="25" connectionTimeout="20000" URIEncoding="UTF-8"/>

Windows プラットフォーム
ここでは、Windows プラットフォームで発生する問題の解決方法を説明します。

クライアントでのメモリー割当ての問題
クライアント・マシンでメモリー割当ての問題が発生する場合は、EDQP Java Web Start クラ
イアントが使用する追加の環境変数を作成する必要があります。

必要なシステム環境変数を追加して呼び出す方法は次のとおりです。

1. 「コンピュータ」を右クリックして、「プロパティ」を選択します。

2. 「詳細設定」をクリックします。

3. 「環境変数」をクリックします。

4. 「システム環境変数」セクションで、「新規」をクリックします。

5. 「変数名」として JAVAWS_VM_ARGSと入力します。

6. 「変数値」に、次の構文を使用してクライアントのメモリー割当て値を入力します。

-Xms256m -Xmx2048m

256は最小値で、2048は最大値です。

クライアント・システムに対して適切な最小および最大のメモリー値を設定します。 

7. 「OK」をクリックしてすべてのダイアログを閉じます。

8. 接続を開始し、次の場所からクライアント・ソフトウェアをダウンロードして、EDQP ク
ライアント・アプリケーションの増やしたメモリー割当てを呼び出します。

http://server:2229/datalens/datalens.jnlp

server は Oracle DataLens Server のホスト名です。
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アプリケーションのダウンロードと検証が開始します。

検証が完了した後、インストールが開始します。Enterprise DQ for Product ファイルは信
頼できるソースによってデジタル署名されているので、次のセキュリティ警告が表示され
ます。

非管理 Oracle DataLens Server の起動の問題
管理サーバーの 2 つのポートに、Oracle DataLens Servers からアクセスできる必要があります。 
これらは次のとおりです。

■ 2229 - Oracle DataLens Server に対する IANA 割当てポート。

■ 1527 - データ・レンズの構成情報に接続するために必要なポート。

必要に応じてファイアウォールでこれらのポートを開くために必要な手順は次のとおりです
（Windows の場合）。

Windows のコントロール・パネルから、「Windows ファイアウォール」を開始します。

注意 : アプリケーション・サーバーに 2229 以外のポート番号を設定してい
る場合は、Oracle DataLens Server を参照してクライアント・アプリケーショ
ンをダウンロードするときに、次の URL でそのポート番号を使用する必要が
あります。

注意 : .jnlpがプログラムと関連付けられていないことを示すファイル・
ダウンロード・メッセージを受け取る場合は、サポートされる JRE がインス
トールされていません。 「キャンセル」をクリックし、サポートされる JRE
をインストールしてから、ステップ 8 に戻ってください。
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「Windows ファイアウォールによるプログラムの許可」リンクを選択します。

「ポートの追加」ボタンをクリックします。
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「名前 :」フィールドに PDQCMS Configuration Port と入力し、「ポート番号 :」フィールドに
1527 と入力します。

「ポートの追加」ボタンを再びクリックします。

「名前 :」フィールドに PDQCMS と入力し、「ポート番号 :」フィールドに 2229 と入力します。

「OK」をクリックすると、Oracle DataLens Server は Administration Server と通信できるよう
になります。
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A
構成ファイル

この付録では、構成ファイルを更新すると Oracle DataLens Server の構成が変更され、変更を
有効にするにはサーバーの再起動が必要であることを説明します。

サーバーの再起動

プラットフォーム固有のコマンドを使用して、サーバーを停止した後、再起動します。 Oracle 
DataLens Server の停止中は、アクティブなクライアントによる現在の要求を完了できない可能
性があります。

ファイルの種類

このファイルの他のプロパティはすべて、コンサルタントに相談せずに変更しないでください。 
Oracle DataLens Server のインストール内に存在する構成ファイルでは、Oracle DataLens 
Server の構成が定義されています。 Java プロパティ・ファイルおよび XML ドキュメント構成
ファイルの形式が使用されます。
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Server.cfg
このファイルは Java プロパティ・ファイルです。 プロパティが単純なキーによって識別される
通常の Java プロパティ・ファイルとは異なり、データ・レンズの構成ファイルではパスに基づ
くプロパティの指定を使用します。 パスは、オブジェクトを示す名前をドットで区切ったリス
トです。 パスの小文字の名前はアプリケーションの論理的なオブジェクトの構造に対応し、（大
文字で始まる）リーフ要素はプロパティ名を指定します。 プロパティの値とプロパティの識別
子は等号で区切ります。

たとえば、プロパティ・ファイルで次のように指定すると、管理 Web ページの統計情報の表示
を構成できます。

# Any Production or Administration Server can send statistics if this flag is
# turned on. The Language server will not send statistics.
Server.send.statistics=true

ファイル C:¥Oracle¥Middleware¥opdq¥server¥config¥server.cfgでは、データ・レ
ンズによって定義されているサーブレットの基本的なエグゼクティブ動作が定義されています。 
通常の環境では、このファイルを変更しないでください。 実際、このファイルのほとんどのパ
ラメータは、Oracle DataLens Web Server の管理ページから変更できます。

server.cfgファイルの便利なオプションを次の表に示します。

Server.send.statistics=true このフラグをオンにすると、すべての Oracle 
DataLens Server が統計情報を送信します。

Server.qi.failure.count=100 プロジェクトによって蓄積される障害の数を示しま
す。 0 の場合、またはエントリがない場合は、まっ

たく蓄積されません。

Server.cookie.life.minutes=60 ローカル Cookie に格納されるログイン情報の有効

期間です（デフォルトは 1 時間）。

statistics.chart.bgcolor=#FFFFCC グラフおよびグラフ・キーに使用する背景色です。

server.nle.instances=3 メモリーにロードされるパラメータ化されたドメイ
ン・インスタンスの数を設定します。 インスタンス

が 2 つの単一ドメインでは、インスタンスを 3 に設

定することが必要になる場合があります。1 つは最

初のパラメータ化されたドメイン用、もう 1 つは 2
番目用、3 つ目のインスタンスはメモリー内の両方

のドメイン用です。

wfg.maxmemorylines=5000 DSA のステップ間でメモリーに保持するデータの行

数を設定します。 データの行数がこのパラメータよ

り大きい場合、データは DSA の各ステップ間で

ディスクに書き込まれるので、パフォーマンスが低
下します。
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SvrPaths.xml
SvrPaths.xmlファイルでは、EDQP で使用される次のパラメータを定義します。

OPDQ_HOME
この環境変数は、Oracle DataLens Server のホーム・ディレクトリの場所を定義します。 デフォ
ルトのディレクトリは次のとおりです。

■ Linux および Unix の場合 - 

/opt/Oracle/Middleware/opdq

■ Windows の場合 -

C:¥Oracle¥Middleware¥opdq 

serverID
Oracle DataLens Administration Server の場合は 1、Oracle DataLens Transform Server の場合
は 2 以上です。 Transform Server に対して初めて作成するときは、値を 0 にする必要がありま
す。EDQP によって自動的に更新されます。

localDir
定義しないと、デフォルトの $OPDQ_HOME/localが使用されます。

reposDir
リポジトリ・ディレクトリを定義し、Oracle DataLens Administration Server でのみ必要です。

derbyDir
定義しないと、デフォルトの reposDir/internalが使用されます。

sharedDir
Oracle DataLens Administration Server とすべての Transform Server の間で共有する必要のあ
るディレクトリを定義します。

devDir、qaDir、prodDir
定義しないと、デフォルトの sharedDir が使用されます。

logWatchSecs
log.cfgファイルに対する変更を調べる間隔を秒数で定義します。

-->
<SvrPaths>
  <serverID>1</serverID>
  <localDir></localDir>
  <reposDir>C:¥datalens¥server¥data¥repository</reposDir>
  <derbyDir></derbyDir>
  <sharedDir>C:¥datalens¥server¥data¥shared</sharedDir>
  <devDir></devDir>
  <qaDir></qaDir>
  <prodDir></prodDir>
  <logWatchSecs>0</logWatchSecs>
</SvrPaths>
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Web.xml
web.xmlファイルは、Oracle DataLens Server アプリケーションの詳細を定義しており、要求
を Oracle DataLens Server サーブレットにルーティングするために使用されます。 WAR ファイ
ル内にあります。

このファイルは変更しないでください。
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B
ロギング

この付録では、Oracle DataLens Sever のログ・ファイルについて説明します。
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Oracle DataLens Server のログ・ファイル
Oracle DataLens Server によって使用されるメインのログ・ファイルは、サーバーのホーム・
ディレクトリにあります。

C:¥Oracle¥Middleware¥opdq¥server¥log¥dataserver.log

サーバーが起動に失敗していないかぎり、このドキュメントで前に説明した管理 Web ページを
使用すると、このファイルに最も簡単にアクセスできます。

Java サーバー・ログ・ファイル
使用している特定のアプリケーション・サーバーのログ・ファイルについては、インストー
ル・ガイドを参照してください。
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C
サーバーの構成
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リポジトリのコピー
本番環境にコピーする必要のある完全なテスト・システムがある場合、このシナリオの状況に
なることがあります。

この手順を開始する前に、ターゲット・サーバーのアプリケーション・サーバー・サービスを
停止します。

ディレクトリのコピー
基本的に、テスト・システムから本番システムにリポジトリ・ファイルをコピーする必要があ
ります。 リポジトリに含まれる次のディレクトリをコピーする必要があります。

Oracle DataLens Administration Server の data ディレクトリから単純にデータ・ディレクトリ
をコピーします。デフォルトは OPDQ_HOME/dataです（OPDQ_HOMEの詳細は、A-3 ページの

「SvrPaths.xml」を参照）。 たとえば、C:¥Oracle¥Middleware¥opdq¥server¥dataなどで
す。 

この data ディレクトリには、次のサブディレクトリが含まれます。

■ repository

■ shared

たとえば、テスト・サーバーのデータ・リポジトリが root の DataLensDataディレクトリに
あるものとします。

このリポジトリを本番サーバーにコピーします。 リストされる data ディレクトリを
//test/datalens/serverディレクトリから //prod/datalens/serverディレクトリに
コピーする必要があります。

新しいサーバーの構成
ディレクトリを新しくコピーしたサーバーで、新しいディレクトリを参照するように構成を変
更します。 テスト・システムで使用していた標準のディレクトリの場所とは異なる場合は、
SvrPaths.xmlファイルを編集します。 web.xml ファイルの編集については、前記の情報を参
照してください。

C:¥Oracle¥Middleware¥opdq¥server¥data¥shared¥config¥DbInfo.xmlを編集しま
す。

サーバーの名前を、本番サーバーをホストしている新しいサーバーに変更します。

ターゲット・サーバーを、新しい data ディレクトリで再起動できます。

管理 Web ページを参照し、次のものを再作成します。

■ ターゲット・システムで必要なデータベース接続。

■ 必要な FTP 定義。

■ 使用するユーザー・アカウント、権限、ロール。

注意 : 中央の Oracle DataLens Administration Server と開発用および本番の
サーバー・グループというトポロジでは、パッケージのデプロイメントがこ
のようなトポロジに対応しているので、この作業は必要ありません。
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ジョブの継続
ジョブ継続機能を使用すると、Transform Server が内部のデータベース・リポジトリとの接続
を失っても（Administration Server がダウン）、大きいバッチ・ジョブの実行を継続したり、新
しい API ジョブを開始して実行したりできます。

このような状況が発生したときは、「Job Status」ページの「Job ID」を選択することで、DSA
が処理していたステップを識別できます。 次の例のように、Transform Server が接続を失ったと
きに実行していたステップは「Status」列の黒い色で示され、この影響に対するコメントが

「Comment」列に表示されます。

予想される結果
次の表では、各ジョブの種類および DB 接続のステータスに対して予想される結果の概要を示
します。

起動時の DB ダウン :
Transform Server がデータベースにアクセスできないことを意味します。

DB ダウン - 中断 :
ジョブが開始したときには Transform Server はデータベースにアクセスしていましたが、ジョ
ブの実行中にアクセスが失われたことを意味します。

次のことに注意してください。

■ Excel のサービス、Governance Studio、またはジョブ・ランナー Web ページから送信され
た場合、テキストの結果は取得できません。 結果がファイル・システムまたはデータベー
スに保持されている場合、結果はジョブ自体によってそこに格納されており、そのような
結果は使用できます。

■ Administration Server をバックアップすると、「Job status」ページは中断されたジョブに
関して 2 つの点が正しくなくなります。 ジョブは実行中と見なされ、実行中リストから

起動時の DB ダウン DB ダウン - 中断 再接続

Governance Studio 失敗 実行 実行

スケジュールされたジョブ 失敗 実行 実行

Java API 実行 実行 実行

COM API 実行 実行 実行

注意 : ジョブが開始されたときに DB に接続していない場合、すべての新し
いジョブの JobID は負の値になります。 JobID の負の値の範囲は、サーバー・
プロファイル ID × 100,000 が基になります。
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ジョブをクリアするにはジョブをキャンセルする必要があります。また、Transform Server
が結果をデータベースに書き込むことができなかったため、ステップ情報は不完全です。

再接続 :
Transform Server のデータベースへのアクセスが完全に再確立されたことを意味します。
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D
リモート・リポジトリのマウント

リモート・リポジトリをマウントするとき、マウントする必要があるディレクトリは共有ディ
レクトリだけです。 普通、これは次のディレクトリに配置されます。

C:¥Oracle¥Middleware¥opdq¥server¥data¥shared
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Windows から Windows へのマウント
> 管理サーバーで、「スタート」→ >「ファイル名を指定して実行」をクリックし、「ファイル
名を指定して実行」ダイアログに fsmgmt.msc と入力します。 共有フォルダ管理ツールが開きま
す。 共有をクリックし、右クリックして「新しいファイルの共有」を選択します。

開始ページで「次へ」をクリックし、「共有フォルダのセットアップ」ページでフォルダ名に
C:¥Oracle¥Middleware¥opdq¥server¥data¥sharedと入力します。

共有名に SharedRepository と入力し、必要に応じて共有の説明を入力します。
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アクセス許可ページで、アクセス許可のカスタマイズを選択し、「カスタム」ボタンをクリック
します。

カスタマイズ・ページで、リストから「everyone」を削除し、アプリケーション・サーバー・
サービスのユーザーを追加します。 サービス・ユーザーが「変更」および「読取り」のアクセ
ス許可を持つように設定し、「OK」をクリックします。 アクセス許可ページで「次へ」をク
リックし、「完了」をクリックして共有を完了します。

共有を作成した後は、すべてのアプリケーション・サーバー・サービス・アカウント・ユー
ザーが同じ名前とパスワードを使用する場合は、UNC パスを使用して web.xml を構成できま
す。
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Linux および Unix から Windows へのマウント
Windows 本番ポッドから Linux または Unix の管理サーバーに接続するときは、Samba を使用
して SMB 共有を提供できます。 RHEL4 に samba-common および samba-server パッケージが
必要です。 さらに複雑なセキュリティ環境では、他のパッケージまたは構成が必要になる場合
があります。

リポジトリの Samba 共有を構成するには、次の行を /etc/samba/smb.confファイルに追加
します。

/etc/samba/smb.conf:
…
[repository]
comment = DataLens Data Repository
path = /opt/datalens/DataLensData
browseable = no
read only = no
valid users = dlsadmin

ファイルを変更した後、/etc/init.d/samba restartで Samba を再起動します。 Windows
でのアプリケーション・サーバーのサービス・アカウントとしてユーザー名とパスワード

（dlsadmin）を使用する場合は、Windows ポッドでの UNC パスを使用して web.xml を構成で
きます。

Windows から Linux および Unix へのマウント
Windows の管理サーバーと Linux または Unix のノードの環境では、smbfsを使用して
Windows 共有をマウントできます。 RHEL4 では、samba-client および samba-common パッ
ケージをサーバーにインストールする必要があります。 D-2 ページの「Windows から Windows
へのマウント」Windows サーバーでは、D-2 ページの「Windows から Windows へのマウン
ト」で説明されているように、c:¥dlsdataを参照する repository という名前の共有を作成し
ます。

Linux および Unix サーバーで、/etc/fstabに共有を追加します。

/etc/fstab:
…
//adminsrv/repository /opt/datalens/DataLensData smbfs 
credentials=/root/DataLensData,workgroup=adminsrv 0 0
The credentials file contains the following information, as configured in your windows 
share:
/root/DataLensData:
username = DataLensData
password = HighlySecure

ファイルを変更した後、mount -a を実行して共有をアクティブ化します。 引き続き次のセク
ションでは web.xml を構成します。
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Linux または Unix から Linux または Unix へのマウント
Linux または Unix の管理サーバーと Linux または Unix のノードの環境では、NFS により
DataLensDataをマウントするための簡単で堅牢な方法が提供されます。 管理サーバーで、
exports ファイルを構成します。

/etc/exports:

/opt/datalens/DataLensData        production1(rw) production2(rw)

exports ファイルを変更した後、サーバーのコマンドラインで root として exportfs -a を実行し、
nfs エクスポート・キャッシュを更新します。 本番サーバーで、次の行を fstabファイルに追
加します。

/etc/fstab:

adminserver:/opt/datalens/DataLensData   /opt/datalens/DataLensData  nfs   defaults    
0  0

fstabを変更した後、マウント・ディレクトリ /opt/datalens/DataLensDataを作成し、
mount -aを実行してリモート・ファイル・システムをマウントします。 ファイル・アクセス
権限は数値の UID によって決定されるので、getent passwd | grep dlsadmin を使用して、
dlsadmin ユーザーの UID と GID がすべてのボックスで同じであることを確認します。

SvrPaths.xmlファイルの構成
管理用以外の Oracle DataLens Server をインストールすると、SvrPaths.xmlファイルは共有
リポジトリ・ファイルへの正しいパスで自動的に更新されます。 初期インストールの後でリポ
ジトリを変更する必要がある場合は、OPDQ_HOME/configディレクトリにある
SvrPaths.xmlファイルを編集します。 xml タグを変更しないように注意してください。



SvrPaths.xmlファイルの構成

D-6 Oracle Enterprise Data Quality for Product Data Oracle DataLens Server 管理者ガイド



LDAP でのユーザー認証 E-1 

E
LDAP でのユーザー認証

Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）には、ユーザーの認証を行う機能が含まれま
す。 LDAP を使用する場合は、Oracle DataLens Server 管理 Web ページでユーザーを別に作成
し、ロールとパスワードを割り当てる必要はありません。

LDAP を使用すると、Oracle DataLens Server は LDAP サーバーに接続し、提供される資格証
明でログインを試みます。 ログインに成功した場合、内部ロールに対応するグループ・オブ
ジェクトを検索し、適切な権限を割り当てるために、ユーザーがメンバーであるグループを特
定します。
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Oracle DataLens Server の LDAP 構成ファイル
次の 2 つのファイルを、サーバーの /configディレクトリ（web.xmlで定義されています）
に置く必要があります。

■ ldap.keystore

■ ldap.xml

Oracle DataLens Server は、configディレクトリでこれら 2 つのファイルを調べて、ファイル
が見つかった場合は LDAP ユーザー認証を使用します。 DLS サーバー内の admin ユーザーは、
ロックアウトを防ぐために常に内部的に確認されます。

ldap.keystore ファイルは、ローカル IT 管理者が Java キーストア・ユーティリティを使用して
作成する必要があります。 また、（たとえば、Active Directory を使用して）LDAP ディレクト
リ・サーバーによって生成された CA ルート証明書ファイルを提供していただき、コンサルタ
ントがかわりにこのファイルを作成することもできます。 DLS は LDAP および LDAPs 接続を
サポートしますが、SASL またはネゴシエートされた TLS はサポートしません。

ldap.xmlファイルは、ローカル LDAP の設定を基にして手作業で編集する必要があります。

Microsoft Active Directory で使用するように構成された ldap.xmlファイルの例を次に示しま
す。

<LdapInfo>
<!-- Connection Information -->
<host>AD-LDAP</host>
<port>636</port>
<!-- Security information -->
<keystoreFile>ldap.keystore</keystoreFile>
<!-Proxy Information à
<proxyUser>cn=proxytest,cn=users,dc=ad-ldap,dc=datalens,dc=com </proxyUser>
<proxyPass>password</proxyPass>
<displayNameAttribute>sAMAccountName</displayNameAttribute>
<!-- Users -->
<userPrefix>cn=</userPrefix>
<userSuffix>ou=dlsusers,dc=ad-ldap,dc=com</userSuffix>
<!-- Roles -->
<rolePrefix>cn=</rolePrefix>
<roleSuffix>ou=datalens,dc=ad-ldap,dc=datalens,dc=com</roleSuffix>
<memberAttribute>member</memberAttribute>
</LdapInfo>

エントリは次のようにディレクトリ参照動作を制御します。

host

LDAP サーバーの名前またはアドレスを指定する必要があります。 ホスト名は Oracle DataLens 
Server で解決できる必要があります。

port

暗号化しない場合はポート 389 を使用し、SSL 接続の場合は 636 を使用します。

keystoreFile

キーストア・ファイルのエントリが含まれる場合、SSL 接続を使用して LDAP に接続され、す
べての問合せが行われます。

proxyUser（オプション）

プロキシ・ユーザーが含まれる場合、最初の接続はプロキシ・ユーザーとして行われ、入力し
た名前が displayNameAttributeと一致するユーザーが、ディレクトリで再帰的に検索され
ます。

proxyPassword（オプション）

プロキシ・ユーザーのログイン・パスワードです。
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displayNameAttribute（オプション）

プロキシ・ユーザーが使用される場合、これはログイン画面で入力されたユーザー名を検索す
るために使用される条件になります。 たとえば、Active Directory の場合は sAMAccountName
が使用され、他の多くのシステムでは UID が使用されます。

userPrefix

ユーザー・オブジェクトの属性接頭辞です。通常は、cn=または uid=です。

userSuffix（オプション）

ユーザーを検索するベース・コンテナです。 プロキシ・ユーザーを使用しない場合は、検索は
このスコープのみで行われ、再帰的には行われません。 プロキシ・ユーザーが使用される場合、
このタグは無視されます。

rolePrefix

グループ・オブジェクトの属性接頭辞です。通常は cn=です。

roleSuffix

グループを検索するベース・コンテナです。 これは単一スコープの検索であり、グループ名は
Oracle DataLens Server でのロールと正確に一致する必要があります。

memberAttribute

グループ・オブジェクトの属性です。グループ内のユーザーのリストを含みます。

LDAP ユーザーの制限
LDAP 管理者は、Oracle DataLens Server によって使用されるロール（グループ）を定義する
必要があります。 これらのロールは、名前のみに基づいて、LDAP から Oracle DataLens のロー
ルにマップされます。 対応するグループが LDAP ディレクトリで作成されている場合は、新し
いロールを作成して LDAP で使用できます。

次に示すのは Oracle DataLens Server の標準のロール名です。

■  Server Admin

■ Knowledge Studio

■ Application Studio

■ Governance Studio User
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サンプル LDAP ディレクトリのセットアップ
最初に、ユーザーのための新しい OU（組織単位）を作成します。

その OU にユーザーを何人か作成します。
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次に、Oracle DataLens ロール用の OU を作成します。

Oracle DataLens Server ロール用に新しいグループを作成します。
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次に、対応するロール・グループにユーザーを追加します。

注意 : 通常は、ネットワーク・ユーザーをすでにセットアップしてあるはず
です。 その場合は、既存のユーザーを新しい Oracle DataLens Server グループ
に追加するだけでかまいません。
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適切な ldap.xml および ldapstore.xml での Oracle DataLens Server の構成が済むと、ユーザー
は Active Directory の資格証明でログインできるようになります。
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F
サーバーのチューニング

この付録では、サーバーのスループットを改善できる手順について説明します。 目的は、DSA
ジョブを可能なかぎり速く実行することです。
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結果の確認
タイミングを調べる最も正確な方法は、DSA を実行するための呼び出しに対してタイマーを設
定することです。

もう 1 つの方法は、次のように、管理 Web ページでジョブの結果を調べて、ジョブの継続時間
を確認することです。

Oracle DataLens Server のオプション

サーバーのロード・バランシング
この方法は、サーバー・グループに複数の Oracle DataLens Server がある場合にのみ利用でき
ます。 Oracle DataLens Server グループは、特定のサーバー・グループ内のすべてのサーバーに
対して自動的なロード・バランシングとフェイルオーバーを提供します。

アプリケーションを実行するときは、サーバー・グループ内のこれらの本番サーバーのいずれ
かを呼び出すようにしてください。管理サーバーは呼び出さないでください。

各サーバーによってロードされるデータ・レンズを選択することにより、単一のサーバー・グ
ループ内のサーバーに対して手動でロード・バランシングを実行できます。 さらに、サーバー
ごとに DSA をロードするようにサーバーを設定できます。 各サーバーにすべてのデータ・レン
ズと DSA をセットアップし、Oracle DataLens Server が内部的にロード・バランシングを制御
できるようにすることをお薦めします。

ラウンド・ロビン呼出し
API を使用してアプリケーションから DSA ジョブを実行するときは、呼出しを行う前に、Ping
サーブレットを使用して、サーバー・グループ内のアクティブな Oracle DataLens Server を確
認できます。

トレースがオフになっていることの確認
この機能はデフォルトでオフになっています。 トレース機能は、システム内の情報のフローを
トレースするためにコンサルタントによってのみ有効にされます。 この機能は、管理 Web ペー
ジの「Options」メニューでオフにできます。 また、server.cfg構成ファイルの一連の
scs.trace.networkフラグは、省略するか、または falseに設定しておく必要があります。
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Data Service Application の最適化

Data Service Application の処理ステップの簡素化
DSA の各ステップによってオーバーヘッドが新しく発生します。 これは、DSA のステップごと
にジョブ情報が RDBMS リポジトリに格納されているためです。 さらに、処理の間に、DSA か
ら各ステップに対して SOAP データ・コンテンツをまとめて送信するためのオーバーヘッドが
あります。 つまり、DSA の構造を簡素化し、できるかぎり多くの処理フロー Decision Map の
内部に置くことにより、実行速度が向上します。 Decision Map に置き換えた各 DSA ステップ
で、最大 0.2 秒のタイミング向上が観察されています。

最高優先度ジョブの実行
最高優先度ジョブがサポートされています。 このような DSA ジョブは、ステップ情報を
RDBMS リポジトリに格納しません。 ジョブの情報および完了したジョブの詳細がわからなくな
るかわりに、ジョブ実行のオーバーヘッドがなくなります。 特に、単一行ジョブの場合、ジョ
ブの実行が可能なかぎり最速になり、何千もの単一行ジョブの詳細は DSA ジョブ・ステータス
の管理 Web ページの場所を取るだけなので、最高優先度を使用することには意味があります。

適切な優先度でのジョブの実行
原則として、大きいジョブは低い優先度で実行し、中小型から極小の高優先度ジョブに処理サ
イクルを与えるようにします。 入力レコードの数が少ない DSA ジョブ、およびユーザーが応答
を待っているジョブは、応答時間を最短にするために高い優先度で実行する必要があります。

ステップ間でのファイルの書き込み
デフォルトでは、DSA が Oracle DataLens Server によって処理されているとき、単一の DSA
ジョブで処理されるレコードが 5000 を超えないかぎり、すべてのデータはメモリーに保持され
ます。 これらの処理ステップの間にメモリーに保持されるデータ・レコードの数を設定するこ
とにより、大きいジョブの実行速度を上げることができます。 この値は、Oracle DataLens 
Server.cfg ファイルの次の行で制御します。

wfg.maxlines=150000
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データ・レンズの最適化

データ・レンズのキャッシュ
個別のデータ・レンズは、解析ルールを毎回再ロードしなくても再利用できるように、ルール
をメモリーにキャッシュできます。 この機能は、同じデータを繰り返し再利用するデータ・レ
ンズによるデータの処理に最も有効です。 たとえば、頻繁に再利用される製造元名、冗長デー
タ、部品番号などです。 この機能に向いていないデータ・レンズは、毎回異なる説明のような
データを処理し、行ごとに異なる解析ツリーを必要とするデータ・レンズです。

最も頻繁に繰り返される行を常にメモリー内に保持できるよう、キャッシュは十分な大きさに
する必要があります（最も使用されないルールがメモリーから削除される LRU キューを使用し
ます）。 たとえば、何千もの製造元名のうち頻繁に再利用される名前が 300 ある場合は、使用頻
度に応じてキャッシュを 1000 から場合によっては 2000 程度に設定し、最も頻繁に使用される
300 の名前がメモリー内に存在し続けるようにする必要があります。

この変更は、キャッシュの必要なデータ・レンズごとに行う必要があります。

■ データ・レンズをクライアントにチェックアウトします。

■ C:¥Datalens¥Applications¥data¥cbidwell¥project¥CablesF¥config ディレクトリに移動しま
す。

■ Project.xml ファイルを編集し、次の行をキャッシュ・サイズに変更します。

<parseTreeCacheSize>0</parseTreeCacheSize>

■ この変更を行った後、ファイルを保存し、プロジェクトをチェックインします。

使用しないデータ・レンズをロードしない
本番環境で実行するとき、データ・レンズの数は本番環境にデプロイするレンズによって制御
します。 実際の本番 DSA ジョブに使用されないデータ・レンズは、本番環境にデプロイしない
でください。

特定のサーバーによって使用されるデータ・レンズの微調整は、特定の本番 Oracle DataLens 
Server によってロードされる特定のデータ・レンズを設定することで制御できます。
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複数のパラメータ化ドメインのチューニング
メモリーにロードされるパラメータ化されたドメイン・インスタンスの数を設定します。 イン
スタンスが 2 つの単一ドメインでは、ドメインを使用するときのパフォーマンスを最大にする
には、インスタンスを 3 つに設定する必要があります。

■ 1 つは 1 番目のパラメータ化ドメイン用です

■ もう 1 つは 2 番目用です

■ 3 つ目はメモリー内の両方のドメイン用です

この値は、次のように server.cfgファイルで設定します。

server.nle.instances=3

API の統合

WSDL と Java API 呼び出し
WSDL の定義では、Enterprise DQ for Product Java API と同じパフォーマンスを持つ動的に生
成される Java API 呼び出しが作成されます。 使用する方法の選択は、パフォーマンスに関する
考慮ではなく、現在のアーキテクチャに基づいて行う必要があります。

使用可能なハードウェアとオペレーティング・システムの最適化

Windows のメモリーとアプリケーション・サーバー
Windows サーバーのメモリー制限の詳細は、「サーバーでのメモリー使用量のチューニング」
を参照してください。

Linux と Unix のメモリー、Windows のメモリー、Java サーバー
64 ビット・ハードウェアで実行する Linux および Unix には、32 ビットの Microsoft Windows
サーバーで見られるような Java Web サーバーに対する 1.6 GB のメモリー制限はありません。 
Windows の 64 ビット・サーバーにもこのメモリー制限はありません。

重要 : Enterprise DQ for Product の本番環境では、Java の 64 ビット・イン
ストールを実行する 64 ビット・サーバーでのみ実行してください。 32 ビッ
ト・サーバーでは本番環境の実行を試みないでください。
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データベース問合せのチューニング
データベースを多く使用する DSA では、データベースの DDL 文をチューニングすることで、
パフォーマンスを大きく向上させることができます。 検索対象のフィールドにインデックスを
設定したり、計算量の多い SQL 結合で表の数を減らすといったことだけでも、DSA のパ
フォーマンスの向上に非常に有効な場合があります。

これらのチューニング作業は特定のデータベース・スキーマに大きく依存しており、データ
ベースの専門家またはコンサルタントによる検証を受ける必要があります。
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G
Windows XP 用の東アジア言語サポート・ 

ファイルのインストール

この付録では、Windows XP 用の東アジア言語サポート・ファイルのインストール方法につい
て説明します。

Windows XP で東アジア言語のサポートをインストールするには、「コントロール パネル」を
開き、「地域と言語のオプション」をダブルクリックします。

「言語」タブをクリックし、「東アジア言語のファイルをインストールする」の隣のボックスを
選択します。 「OK」をクリックします。

表示されるダイアログ・ボックスの説明を読みます。 インストールに必要な 230 MB の空き容量
がある場合は、「OK」をクリックします。
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「地域と言語のオプション」ダイアログ・ボックスに戻り、「OK」または「適用」をクリックし
てインストールを開始します。

インストール・メディアのプロンプトが表示されたら、「OK」をクリックします。

DRIVE:¥i386¥lang を参照します。DRIVE は、インストール・メディアの場所を表します。 
「OK」をクリックします。

システムによっては、インストール CD の挿入を 2 回求められる場合があります。 その場合は、
DRIVE:¥i386 を参照します。DRIVE は、インストール・メディアの場所を表します。 「OK」を
クリックします。

コンピュータの再起動を求められたら、「OK」をクリックします。 インストールが完了します。

東アジア言語サポート・ファイルをシステムから削除するには、インストール手順の逆を行い
ます。
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